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【概 要】

国際熱核融合実験炉 ITER の標準運転シナリオである H モードにおいては、急峻な圧

力勾配がプラズマ境界部に形成され（境界輸送障壁 、その幅及び圧力勾配で決まる境）

界輸送障壁圧力がプラズマの閉じ込め性能を大きく左右する。本研究では、診断用リチ

ウムビームを用いたゼーマン偏光計を開発して JT-60 トカマクの境界輸送障壁における

詳細な電流分布形状を測定し、温度分布・圧力分布等の従来の計測データと合わせて、

境界輸送障壁の構造を解明することを目的とする。境界輸送障壁は径方向輸送の低減に

より形成され、その幅は電流分布（磁気シア）と関係している可能性がある。一方、境

界輸送障壁の圧力勾配は間欠的に発生する不安定性（Edge Localized Mode; ELM）によっ

て主に制限される。電流分布と圧力分布を用いて電磁流体力学安定性解析を行い、大振

幅および小振幅の ELM の発生条件を明らかにする。境界輸送障壁の幅及び ELM の発生条

件について得られる知見に基づき、大振幅 ELM を抑制しつつ高い境界輸送障壁圧力を維

持する制御手法の確立を目指す。偏光計の開発にあたっては既存の動的シュタルク効果

偏光計の一部を利用する。

【期待される成果】

本研究により得られる境界輸送障壁における詳細な電流分布形状の計測結果により、

境界輸送障壁形成モデル及び ELM 発生機構モデルを検証することができる。大振幅 ELM

によるパルス的な熱負荷はダイバータ板の損耗を引き起こすことが懸念されている。大

振幅 ELM を抑制しつつ高い境界輸送障壁圧力を維持する手法が確立できれば、ダイバー

タ板の交換頻度の低減と核融合出力の増大の両立による ITER 運転の高効率化・高性能

化や核融合炉の発電コストの削減に繋がる。診断用リチウムビームはビーム発光分光法

による詳細な電子密度計測等にも利用可能であり、境界輸送障壁研究において極めて重

要な役割を果たすことが期待される。
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